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ワーキングチーム検証結果（抜粋）

論点No. 204

東日本大震災やそれ以降の地震により、
建物にひび割れは発生しているのか。
また、それにより建屋の剛性はどの程
度低下していると見込んでいるのか。

東日本大震災の影響 －震災による建物への影響－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第17回ワーキング
（2020.10.21）で議論

• 東日本大震災発生後、すべての建物について目視点検し
たが、新たなひび割れは確認できなかった。

• これまでに確認されている建物のひび割れについては、
右の写真のとおり、表層ひび割れのみで、建物の剛性低
下などへの影響はないものであることを確認した。

東日本大震災やそれ以降の地震におい
て、目視点検の結果から、新たなひび
割れは発生していないと判断されてい
ることを確認
※東日本大震災発生前に、剛性に影響のない表層のひび
割れは確認されている。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

